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2 Dp-11 明治期のアメリカにおける日本製絹ハンカチの流行
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　目的　横浜で生産されるスカーフは、現在日本全国の90％のシェアを占めている。スカ

ーフ生産の端緒は「絹ハンカチ」として輸出が開始された1885 （明治18）年にさかのぽる。

横浜の山下町では、絹ハンカチの注文元である外国商館に隣接して輸出絹物売込商が事務

所を連ね、アメリカやヨーロッパ各国への輸出を拡大していった。本研究では初期の絹ハ

ンカチの製作技法、形態および輸出状況をまとめると共に、日本国内と、主な輸出先であ

るアメリカでのハンカチの流行を明らかにするものである。

　方法　文献資料として、横浜貿易新聞、ニュ―ヨークタイムズなどの日米の新聞の他、

当時の随筆、小説、回想録を用いた。さらに実物資料として、横浜のスカーフ商に伝えら

れているハンカチの製作見本を考察に加えた。

　結果　ハンカチの素材は羽二重と縮緬であった。大きさは一辺が12～22インチ程の正方

形が多く、ドロンワークで縁どりされていた。1890年頃から木版捺染の技術が導入された

他、スカラップや、m繍によるイニシャル入りなど工夫が凝らされていった。横浜ではハ

ンケチ女と称する縁かがりの内職をする女工達が、仕事の余得で手に入れたハンカチを首

に巻く、独特の風俗が生まれた。一方アメリカにおいては1886年から新聞広告に、プレゼ

ント用の「日本製絹ハンカチ」が登場する。絹ハンカチは女性の持ち物として、また男性

の胸元を飾るアクセサリーとして活用されていた。そこには日本の絹を持つことによって

東洋の神秘を身近に感じようとする特別な感情が込められている。ハンカチは一般の人々

が、流行の日本趣味を現実のものとする上で、入手しやすい、手頃な製品だったのである。

2 Dp-12 婚礼の習俗・衣服と意識

和洋女大　鷹司綸子

　目的　農民服飾の名称は、それぞれその土地の自然発生的なものと、何かの要因によっ

ての分布があるものとの二つが考えられる。そこで昨年から分布の在り方についての発表
を行つことにした。そこで指摘を受けたのはことに婚姻の場合の「習慣」の扱いについて
である。今年は婚姻の問題を取り上げて、名称分布の要因とすることの扱いについて検討
することとした。

　方法　各地に見られる婚姻習俗や衣服と、公武・町方などに見られた言わば標準的婚姻

習俗や衣服とを比較検討し、その持つ意味を探った。資料としては各地緊急調査、本学の
民俗調査、聞き取り、古文献その他を使用した。

　結果　こうした民俗的な行為の場合、標準的なものが先か、或いは各地の伝承が古いか

は断ずることが出来ないし、その変化の時期も明らかなもの不明なものなど様々だが、婚

姻の行事には大きく見ると二つの目的が考えられる。一つは子孫繁栄・作物豊饒であり、
もう一つは集団或いは一族一家への認知であって、その過程に、或いは持ち物の承認、或

いは花婿の甲斐性などという心の問題が入ってくると思われる。各種の行為の根底に過去
の目的がたどれれば、それを類型化することによって仕事着名称分布の要因とする事は可
と考えるに至った。
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